
第　215　号　　令和元年12月１日 高知市議会だより⑤

９月定例会を
振り返って

会派の意見

市
民
ク
ラ
ブ

継
続
す
る
懸
案
事
項
か
ら
新
た
な
課

題
ま
で
、
市
執
行
部
の
姿
勢
を
広
範

に
質
問

　

長
尾
和
明
議
員
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
で
の
副
食
費
の
保
護

者
負
担
の
考
え
方
お
よ
び
深
刻
化
す

る
保
育
士
不
足
と
保
育
士
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
質
問
。
ま
た
、
高
知
観

光
の
魅
力
の
発
信
や
活
性
化
、
ま
ん

が
文
化
の
振
興
策
と
し
て
県
出
身
の

ア
ニ
メ
声
優
の
活
用
を
提
案
し
た
。

　

岡
﨑
邦
子
議
員
は
、
新
築
移
転
す

る
秦
中
央
保
育
園
の
進
捗
状
況
に
関

連
す
る
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
質
問
。
ま
た
、
日
本
語
指
導
が
必

要
な
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
現
状
、

さ
ら
に
文
科
省
が
全
国
の
小
中
高
教

育
委
員
会
へ
直
接
送
り
つ
け
た
「
放

射
線
副
読
本
」
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
を
た
だ
し
た
。

　

深
瀬
裕
彦
議
員
は
、
誠
和
園
の
移

管
の
課
題
、
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
が

市
街
化
調
整
区
域
で
は
制
約
を
受
け

る
点
や
観
光
標
語
に
お
け
る
用
語
の

使
い
方
、
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用

で
修
繕
費
が
指
定
管
理
料
を
圧
迫
し

て
い
る
施
設
に
関
す
る
課
題
、
春
野

漁
港
活
性
化
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
悪
化
す
る
財
政

状
況
を
指
摘
し
、
健
全
化
を
促
し
た
。

西
敷
地
の
利
活
用
で
は
市
民
を
交
え

再
検
討
す
る
よ
う
提
案
す
る
も
、
市

長
は
複
合
的
な
施
設
に
固
執
す
る
答

弁
を
し
た
。
原
点
と
な
る
「
正
調
よ

さ
こ
い
」
の
継
承
と
発
信
に
つ
い
て

は
「
よ
さ
こ
い
お
宝
展
示
会
」
の
開

催
程
度
で
価
値
を
認
め
る
認
識
は
低

い
と
指
摘
し
た
。

日
本
共
産
党

介
護
保
険
運
用
基
金
が
22
億
円
も
溜

め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
今

こ
そ
市
民
に
還
元
を
！

　

個
人
質
問
に
は
迫
、
島
﨑
、
は
た
、

浜
口
、
下
本
の
５
議
員
が
登
壇
。

◆
市
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
事
案
に
関
し
、

市
長
に
こ
れ
ま
で
告
発
が
あ
っ
た
事

例
の
再
調
査
と
再
発
防
止
へ
向
け
た

要
綱
の
見
直
し
を
約
束
さ
せ
た
。

◆
難
聴
の
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支

援
と
認
知
症
予
防
策
と
し
て
、
補
聴

器
購
入
へ
の
助
成
を
要
求
。
市
長
は

重
要
な
課
題
と
の
認
識
を
示
し
た
。

◆
夏
休
み
中
の
小
学
校
プ
ー
ル
開
放

に
つ
い
て
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で

の
再
開
を
求
め
、
市
長
・
教
育
長
か

ら
専
門
性
の
あ
る
監
視
員
配
置
の
予

算
を
含
め
、
再
開
に
向
け
た
協
議
を

進
め
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

◆
こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
へ
の
公
費
助
成
を
提
案
。
こ
ど

も
未
来
部
長
が
、
既
に
実
施
し
て
い

る
自
治
体
を
調
査
・
研
究
し
、
課
題

を
整
理
す
る
と
前
向
き
な
答
弁
。

◆
昨
年
度
決
算
に
対
し
、
細
木
議
員

が
国
保
や
水
道
事
業
で
市
民
に
重
い

負
担
を
課
し
て
い
る
と
反
対
討
論
。

◆
市
長
の
道
交
法
違
反
に
関
す
る
減

給
処
分
議
案
に
対
し
、
下
元
議
員
が
、

台
風
が
迫
る
最
中
に
市
長
が
高
知
市

を
離
れ
て
い
た
こ
と
こ
そ
最
大
の
問

題
だ
と
指
摘
す
る
討
論
を
行
っ
た
。

保
守
・
中
道
ク
ラ
ブ

　

９
月
に
会
派
全
員
で
市
内
施
設
等

の
行
政
視
察
を
行
い
、
聞
き
取
り
を

し
た
課
題
や
問
題
の
改
善
に
向
け
、

現
在
各
々
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
平
田
、
福
島
、

横
山
の
３
人
が
個
人
質
問
に
登
壇
し

ま
し
た
。

　

平
田
議
員
は
、
地
域
猫
対
策
に
言

及
し
、
６
月
に
視
察
し
た
浦
安
市
の

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
先
進
事
例
等
を

紹
介
し
、
不
妊
去
勢
手
術
の
登
録
数

を
把
握
す
る
事
に
加
え
、
実
際
に
捨

て
猫
が
減
少
し
て
い
る
の
か
実
数
を

調
査
す
べ
き
と
言
及
し
ま
し
た
。

　

福
島
議
員
は
、
違
法
な
広
告
看
板

や
広
告
塔
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
実

際
に
調
査
し
た
現
場
の
写
真
を
用
い

て
、
一
刻
も
早
い
撤
去
と
広
告
主
へ

の
行
政
指
導
を
訴
え
ま
し
た
。
管
理

で
き
て
い
な
い
大
型
看
板
の
落
下
事

故
も
あ
り
、
地
元
紙
に
大
々
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
今
後
の
危
機
対
策
に

対
す
る
重
要
性
を
促
し
ま
し
た
。

　

横
山
議
員
は
、
６
月
定
例
会
に
引

き
続
き
、
観
光
行
政
や
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
の
進
捗
状

況
を
尋
ね
、
来
る
東
京
オ
リ
パ
ラ
に

向
け
て
全
国
的
な
動
き
の
あ
る
「
応

援
村
」
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、
市
長

か
ら
直
接
、
積
極
的
に
関
わ
る
と
の

答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

公　

明　

党

懸
案
事
項
の
解
決
を
求
め
登
壇

　

髙
木
妙
議
員
は
、
入
明
立
体
交
差

側
道
の
「
高
欄
塗
装
工
事
」
が
30
年

度
に
施
工
さ
れ
な
か
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
環
境
省
通
知
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
塗

料
含
有
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
の
説

明
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
基
に
今
後

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
地
域
説
明
会

を
開
催
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
高
齢
者
の

車
の
運
転
を
支
援
す
る
「
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
車
購
入
補
助
金
」
の
創
設

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

岡
﨑
市
長
か
ら
は
、
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
の
普
及
促
進
を
図
り
、
提

案
い
た
だ
い
た
補
助
制
度
創
設
に
つ

い
て
新
年
度
予
算
の
中
で
協
議
し
て

い
く
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

西
森
美
和
議
員
は
新
庁
舎
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
が
、
市
民
の
期
待
に
応
え

う
る
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と
指
摘
。

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
に
よ

る
総
合
窓
口
業
務
の
拡
充
を
要
請
し

前
向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
は
行
財

政
改
革
に
直
結
す
る
た
め
投
資
効
果

を
明
確
に
す
る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

多
選
の
弊
害
を
市
長
に
問
う

　

川
村
貞
夫
議
員
は
ラ
オ
ス
に
お
け

る
学
校
建
設
に
長
年
取
り
組
み
、
令

和
元
年
度
の
外
務
大
臣
表
彰
を
受
け

た
高
知
商
業
高
校
を
例
に
、
市
民
交

流
促
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　

戸
田
二
郎
議
員
は
、
尾
﨑
知
事
が

多
選
の
弊
害
を
避
け
、
国
政
に
転
身

す
る
こ
と
を
引
き
合
い
に
し
、
市
政

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
長
年
務
め
る

こ
と
で
の
停
滞
や
よ
ど
み
、
マ
ン
ネ

リ
等
の
弊
害
を
た
だ
し
た
。
岡
﨑
市

長
は
、
南
海
地
震
対
策
の
総
仕
上
げ

な
ど
自
信
を
の
ぞ
か
せ
た
が
、
西
敷

地
で
は
複
合
的
施
設
の
建
設
を
考
え

て
お
り
、
我
々
の
会
派
と
は
真
逆
。

山　

嶽　

会

貴
重
な
ご
意
見
を
議
会
に
反
映

髙
橋
裕
忠
議
員
が
個
人
質
問
に
立
ち
、

浦
戸
湾
の
三
重
防
護
、
中
山
間
地
域

の
風
倒
木
の
処
理
や
管
理
職
の
病
気

休
暇
の
実
態
な
ど
幅
広
く
執
行
部
の

考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
議
会
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

清
和
ク
ラ
ブ

今
定
例
会
で
は
、
建
設
環
境
常
任
委

員
会
に
お
い
て
高
知
市
給
水
条
例
の

改
正
に
伴
う
新
制
度
導
入
や
指
定
避

難
所
配
備
用
携
帯
ト
イ
レ
の
購
入
時

に
行
政
手
続
き
が
公
平
で
瑕
疵
が
な

い
か
質
問
。
ま
た
、
公
営
住
宅
の
使

用
料
滞
納
者
へ
の
調
停
手
続
き
が
公

平
で
適
正
で
あ
る
か
確
認
し
ま
し
た
。


